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福島県尾瀬地域におけるコウモリ類（2023 年・2024 年調査結果） 

岩崎雄輔 1)・高橋 修 2) 

  

1）一般社団法人湯本森・里研究所・2）宮城野野生動物研究会 

 

1． はじめに 

福島県尾瀬地域におけるコウモリ相を明らかにするため、岩崎（2020）、岩崎ほか（2023）に引き続き調査を

行った。 

 

2． 調査地点と調査日 

 福島県尾瀬地域の尾瀬沼湖畔で 2023 年、2024 年に聞き取り調査を行った。また、御池と広沢林道の 2地点

において 2023 年 7 月～8月に捕獲調査を行った。詳細は表 1に示した。 

 

表 1. 調査地点と調査日 

調査地点 メッシュコード 調査日 

1 尾瀬沼湖畔 5539-3205 2023/8/18. 2024/7/10. 2024/10/6 

2 御池 5539-3274 2023/7/18～19 

3 広沢林道 5539-4202、5539-3291 2023/8/18～19 

 

3． 調査方法 

コウモリ情報の聞き取り調査は、尾瀬沼湖畔の山小屋と尾瀬沼のビジターセンターで行った。 

捕獲調査では、かすみ網と 2Bank ハープトラップを用いた。 

 

4． 結果 

今回確認されたコウモリは、1科 4属 4種計 8個体であった（表 2）。 

調査地点別の結果は、尾瀬沼湖畔では、ヒナコウモリ 5個体（2023 年 8 月 18 日に死体 2個体、2024 年 7

月 10 日に目視 3個体）を確認、写真判別でコテングコウモリ 1個体（聞き取り情報：2024 年 8 月に公衆トイ

レ）を確認した。御池では、二ホンウサギコウモリ 1個体を捕獲した。広沢林道では、カグヤコウモリ 1個

体を捕獲した（写真 1）。捕獲した 2個体はすべて種の判別と計測を行い、標識を装着後放獣した。
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表 2．コウモリ確認種 

種名 
捕獲・目視・聞き取り調査 死体確認 

合計 
オス メス 雌雄不明  

カグヤコウモリ 1    1 

コテングコウモリ   1  1 

二ホンウサギコウモリ  1   1 

ヒナコウモリ   3 2 5 

     8 

 

 

写真 1．捕獲したカグヤコウモリ（標識装着後放獣） 

 

5． 考察 

尾瀬沼湖畔の山小屋の戸袋では、3 年連続でヒナコウモリが確認されたが、幼獣が確認できず繁殖状況につ

いては不明である。よって、利用状況を明らかにするためには 6 月の時期から調査回数を増やすことが必要

であると考えられた。 

カグヤコウモリは、福島県では 2015 年に北塩原村で初めて確認（高橋、私信）され、近年では尾瀬地域で

安井ほか（2022）で報告されているが、生息情報が非常に少ない種である。ふくしまレッドリスト 2024 年版

でも情報不足のカテゴリーであり、生息情報の収集のためには確認された地点の周辺地域での調査を増やす

ことが必要だと考えられた。 

 

6． おわりに 

山小屋の戸袋で確認されているヒナコウモリの行動を明らかにすることで、死亡個体を出さないよう、コ

ウモリと共存していく方法を探していきたい。 

また、2024 年では調整不足で捕獲許可が下りなかったため、環境省や各関係機関との連携の再確認が必要

だと感じた。 
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